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二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
韓

国
の
高
麗
大
学
の
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
〈
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本

文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
日
本
の
近

代
文
学
を
東
ア
ジ
ア
の
観
点
か
ら
再
構
築
」
し
、
「
開
か
れ
た
連
帯
と
し

て
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
疎
通
を
促
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
た

も
の
で
あ
る(

http://eastasiam
odernlit.w

eb.fc2.com
/ )

。
半
年
ま
た
は
一
年
ご

と
に
、
東
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
を
巡
回
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、

今
回
は
そ
の
創
立
大
会
と
し
て
韓
国
の
高
麗
大
学
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

三
日
間
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
二
七
人
の
発
表
者
と
一
二
人
の
討

論
者
が
集
ま
り
、
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
文
学
」
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
な

さ
れ
た
。
一
日
目
の
一
七
日
に
は
日
本
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の
院
生
た

ち
の
「
次
世
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
た
。
同
じ
時
間
帯
に
二
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
に
分
れ
て
、
筆
者
は
セ
ク
シ
ョ
ン
２
の
「
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語

媒
体
と
文
学
」
で
「
「
京
城
日
報
」
に
お
け
る
「
大
衆
小
説
」
の
成
立
と

変
遷
」
と
い
う
題
目
で
発
表
を
行
っ
た
。
他
に
も
同
じ
会
場
で
三
人
の
興

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
文
学
フ

ォ
ー
ラ
ム

嚴

基

權

E
O
M

K
i-
k
w
e
o
n

味
深
い
発
表
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
中
村
静
代

氏
の
「
在
朝
日
本
人
雑
誌
『
朝
鮮
公
論
』
に
お
け
る
〈
怪
談
〉
の
研
究
」

で
あ
っ
た
。
『
朝
鮮
公
論
』
は
一
九
一
三
年
に
朝
鮮
で
創
刊
（
一
九
四
四
年

廃
刊
）
さ
れ
、
朝
鮮
で
は
『
朝
鮮
及
満
洲
』（
一
九
一
二
～
一
九
四
一
年
）
と
共

に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ
た
総
合
雑
誌
で
あ
る
。
中
村
氏
は
朝
鮮

公
論
社
の
記
者
の
松
本
与
一
郎
が
書
い
た
「
春
宵
怪
談
京
城
の
丑
満
刻
」

と
い
う
作
品
に
注
目
し
、
「
在
京
城
日
本
人
」
が
政
治
的
な
「
暗
黙
の
了

解
」
に
よ
り
「
被
植
民
者
」
を
「
消
去
」
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
っ
た
と
論
じ
た
。
筆
者
の
研
究
対
象
で
あ

る
「
京
城
日
報
」
に
も
怪
談
に
関
す
る
記
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情

報
が
多
数
散
見
さ
れ
る
。
「
総
督
府
植
民
地
政
策
を
補
佐
す
る
」
雑
誌
で

あ
っ
た
『
朝
鮮
公
論
』
の
読
者
が
毎
日
の
よ
う
に
接
す
る
新
聞
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
か
ら
得
る
情
報
と
併
せ
て
作
品
を
読
む
時
、
ど
の
よ
う
な
作
用
（
読

み
）
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

二
日
目
と
三
日
目
に
は
メ
イ
ン
の
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
雑
誌

と
植
民
地
文
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
全
四
部
の
時
間
割
で
研
究
発
表

が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
タ
イ
ト
ル
は
「
第
一
部

東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
語
雑
誌
の
流
通
」
、
「
第
二
部

越
境
す
る
東
ア
ジ
ア
文
芸
の

諸
相
」
、「
第
三
部

植
民
地
に
お
け
る
日
本
語
文
学
」
、
「
第
四
部

東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
雑
誌
と
植
民
地
文
学
」
で
あ
る
。
筆
者
の
興
味
に

沿
っ
て
各
部
で
印
象
に
残
っ
た
発
表
の
内
容
を
い
く
つ
か
簡
単
に
紹
介
し

た
い
。

二
日
目
の
最
初
の
発
表
は
、
嚴
仁
卿
氏
（
高
麗
大
学
）
の
「
朝
鮮
半
島
に

お
け
る
日
本
伝
統
詩
歌
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）
雑
誌
と
日
本
語
文
学
」



で
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
在
朝
日
本
人
た
ち
の
文
壇
は
微
弱
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
だ
発
表

で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
以
後
朝
鮮
で
数
多
く
創
刊
さ
れ
た
短
誌
、
俳

誌
、
柳
誌
と
い
っ
た
詩
歌
雑
誌
を
緻
密
に
調
査
し
、
朝
鮮
半
島
で
行
わ
れ

た
「
日
本
語
文
学
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
で

あ
る
。
ま
た
、
印
象
深
か
っ
た
の
は
同
じ
第
一
部
で
日
比
嘉
高
氏
（
名
古

屋
大
学
）
が
外
地
朝
鮮
の
「
日
本
語
書
店
」
に
注
目
し
、
そ
れ
を
「
遭
遇
、

流
通
、
集
蔵
」
と
い
う
三
点
か
ら
分
析
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
は

「
出
版
社
」
に
関
す
る
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
末
端
で
あ

っ
た
小
売
書
店
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
述
べ
な
が
ら
、「
本

に
出
会
う
場
で
あ
り
、
人
に
出
会
う
場
で
あ
る
」
小
売
書
店
に
関
す
る
研

究
の
面
白
さ
と
重
要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
こ
の
際
大
事
な
こ
と
は
日

本
人
か
ら
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
側
か
ら
の
視
点
も
合
わ
せ
持
つ

こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

第
一
部
か
ら
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
た
め
、
予
定
し
た
時
間
を
少
し

超
え
て
昼
食
の
時
間
に
な
っ
た
。
他
の
大
学
か
ら
参
加
し
た
院
生
た
ち
と

の
刺
激
的
な
会
話
で
あ
っ
と
い
う
間
に
昼
休
み
が
終
わ
り
、
第
二
部
と
第

三
部
に
突
入
し
た
。

第
二
部
で
尹
大
石
氏
（
ソ
ウ
ル
大
学
）
の
「
京
城
帝
国
大
学
の
文
芸
活
動

と
在
朝
日
本
人
文
学
」
と
い
う
発
表
は
、
今
大
会
の
筆
者
の
発
表
と
も
関

連
が
あ
り
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
「
在
朝
日
本
人
意
識
」
の
形
成
に
焦

点
を
当
て
、
京
城
帝
国
大
学
の
学
生
た
ち
の
文
芸
活
動
に
注
目
し
、
そ
れ

が
後
の
戦
時
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
文
人
と
在
朝
日
本
文
人
た
ち
が
唱

え
た
「
「
内
鮮
一
体
」
の
場
を
先
取
り
し
て
い
た
」
と
意
味
づ
け
た
。

会
場
の
外
が
暗
く
な
る
夕
方
ま
で
続
い
た
第
三
部
で
は
、
金
季
杍
氏
と

中
根
隆
行
氏
の
発
表
が
特
に
印
象
的
だ
っ
た
。

金
季
杍
氏
（
高
麗
大
学
）
は
一
九
二
〇
年
代
の
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
、

特
に
『
朝
鮮
及
満
州
』
と
『
朝
鮮
公
論
』
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
こ
で

執
筆
活
動
を
し
て
い
た
朝
鮮
人
に
よ
る
日
本
語
創
作
を
分
析
し
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
朝
鮮
で
の
日
本
語
文
学
は
「
越
境
す
る
と
い
う
よ
り
、
混

在
し
て
い
る
帝
国
と
植
民
地
と
の
相
を
呈
し
て
い
る
」
点
、
帝
国
の
メ
デ

ィ
ア
に
対
す
る
「
朝
鮮
人
の
欲
望
が
読
み
取
れ
る
」
点
、
最
後
に
先
行
研

究
の
貧
弱
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
た
日
本
語
雑
誌
に
寄
せ

ら
れ
た
物
語
に
つ
い
て
、
朝
鮮
人
と
在
朝
日
本
人
が
同
居
し
て
い
る
空
間

で
あ
り
、
両
者
の
間
に
差
別
的
な
構
造
は
あ
っ
て
も
、
「
植
民
地
当
時
に

お
け
る
日
常
は
、当
事
者
た
ち
の
物
語
の
な
か
で
は
混
在
し
て
表
れ
て
い
」

た
と
結
論
付
け
た
。

二
日
目
最
後
の
発
表
は
中
根
隆
行
氏
（
愛
媛
大
学
）
の
「
異
郷
へ
の
仮
託
―

朝
鮮
俳
句
と
郷
土
色
の
力
学
―
」
で
あ
っ
た
。
戦
時
下
朝
鮮
で
発
行
さ
れ

た
俳
誌
『
水
砧
』（
一
九
四
一
年
七
月
創
刊
）
の
創
刊
号
の
綱
領
に
朝
鮮
俳
句

の
自
己
規
定
の
不
在
を
指
摘
し
な
が
ら
話
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
、
一
九

二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
朝
鮮
俳
壇
の
全
盛
期
に
遡
っ

て
、｢

朝
鮮
郷
土
色

―
地
方
色
、
固
有
色

―
」
に
関
す
る
議
論
が
ど

の
よ
う
な
傾
向
性
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
を
論
じ
、
帝
国
日
本

の
中
で
地
方
文
学
と
し
て
の
朝
鮮
俳
句
の
自
己
規
定
の
む
ず
か
し
さ
を
指

摘
し
た
。
午
前
中
の
嚴
仁
卿
氏
の
発
表
と
も
重
な
る
内
容
も
多
く
、
異
な

る
視
点
を
同
時
に
照
射
す
る
際
の
緊
張
感
と
面
白
さ
を
感
じ
た
。

最
後
の
三
日
目
も
早
朝
か
ら
行
わ
れ
、
主
催
大
学
の
鄭
炳
浩
氏
（
高
麗



大
学
）
の
「

世
紀
初
期
（1900-1920

）
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
語
雑

20

誌
の
変
容
と
日
本
語
文
学
」
を
皮
切
り
に
第
四
部
が
始
ま
っ
た
。
氏
は
「
一

国
中
心
の
国
文
学
研
究
の
伝
統
・
キ
ャ
ノ
ン
（
正
典
）
中
心
の
文
学
の
位

階
性
・
閉
鎖
性
の
踏
襲
」
の
問
題
を
提
起
し
た
上
、
未
だ
に
「
韓
半
島
植

民
地
〈
日
本
語
文
学
〉
の
全
体
像
が
不
明
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

特
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
活
発
に
な
っ
た
韓
国
に
お
け
る
日
本
語
文
学
研

究
の
中
で
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
ま
で
の
日
本
語
文
学
の
状
況

に
つ
い
て
当
時
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
雑
誌
の
文
芸
か
ら
そ
の
特
徴
な
ど
を

分
析
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
を
改
め
て
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
な
発
表
で
あ
っ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
各
国
ま
た
は
地
域
に

お
け
る
植
民
地
文
学
研
究
が
更
に
緊
密
な
関
係
性
の
中
で
再
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
。
一
方
的
な
視
角
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
者

同
士
の
合
同
に
よ
る
総
合
的
な
研
究
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
植
民
地
文
学
研
究
は
ま
さ
に
帝
国
の
小
売
書
店
の
よ
う
に
「
複
数
言

語
、
複
数
民
族
の
接
触
領
域
と
し
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」。

そ
の
た
め
に
も
、
今
回
の
よ
う
な
大
会
の
開
催
と
共
に
、
そ
の
情
報
の

発
信
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
前
記
の
「
東
ア
ジ
ア
と

同
時
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
に
活
発
な
情
報
発
信
（
ま

た
は
受
信
）
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
ま
た
、
「
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
通
し
て
得
た
成
果
は
日
本
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
で
公
刊
」
す

る
と
あ
り
、
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
で
あ
る
。

最
後
に
今
ま
で
紹
介
し
た
内
容
も
含
め
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
た
発

表
の
題
目
を
全
て
記
し
て
お
く
。

【
一
日
目
】《
セ
ク
シ
ョ
ン
１
．
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
文
学
》

●
李
芸
蓁
（
名
古
屋
大
学
）「
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
文
学
戦
後
―
雑
誌
『
台

湾
文
学
』
の
翻
訳
を
例
と
し
て
」

●
祝
然
（
北
京
師
範
大
学
）
「
戦
争
末
期
の
『
北
窓
』
―
「
掌
篇
献
納
小
説
」

を
中
心
に
」

●
金
旭
（
高
麗
大
学
）「
兪
ジ
ン
オ
の
日
本
語
文
学
と
植
民
地
朝
鮮
の
表
象
」

●
魏
晨
（
名
古
屋
大
学
）「
児
童
文
化
の
場
と
し
て
の
満
鉄
社
員
誌
『
協
和
』
―

児
童
文
学
者
石
森
延
男
を
中
心
に
」

●
金
宝
賢
（
高
麗
大
学
）
「
外
地
に
お
け
る
俳
句
研
究
」

《
セ
ク
シ
ョ
ン
２
．
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語
媒
体
と
文
学
》

●
嚴
基
權
（
九
州
大
学
）
「
「
京
城
日
報
」
に
お
け
る
「
大
衆
小
説
」
の
成

立
と
変
遷
」

●
国
蕊
（
北
京
師
範
大
学
）
「
陳
冷
血
に
よ
る
翻
訳
小
説
の
底
本
に
関
す
る

考
察
」

●
中
村
静
代
（
高
麗
大
学
）
「
在
朝
日
本
人
雑
誌
『
朝
鮮
公
論
』
に
お
け
る

〈
怪
談
〉
の
研
究
」

●
游
書
昱
（
輔
仁
大
学
）
「
吉
行
淳
之
介
「
鞄
の
中
身
」
試
論
」

【
二
日
目
】《
第
一
部

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
雑
誌
の
流
通
》

●
嚴
仁
卿
（
高
麗
大
学
）
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
伝
統
詩
歌
（
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
）
雑
誌
と
日
本
語
文
学
」

●
単
援
朝
（
崇
城
大
学
）
「
雑
誌
『
芸
文
』
の
成
立
と
変
遷
―
「
文
化
総
合

雑
誌
」
か
ら
「
純
芸
文
総
合
雑
誌
」
へ
」

●
横
道
啓
子
（
輔
仁
大
学
）
「
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
近
代
思
想
の
受
容
―



『
台
湾
青
年
』
を
中
心
に
」

●
日
比
嘉
高
（
名
古
屋
大
学
）
「
戦
前
外
地
の
書
物
流
通
（
１
）
―
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
日
本
語
書
店
の
展
開
」

《
第
二
部

越
境
す
る
東
ア
ジ
ア
文
芸
の
諸
相
》

●
波
潟
剛
（
九
州
大
学
）
「
崔
承
喜
と
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
カ
ー
を
め
ぐ

る
表
象
―
日
本
、
朝
鮮
、
満
洲1935-1936

」

●
林
涛
（
北
京
師
範
大
学
）
「
日
本
女
性
作
家
と
『
満
洲
浪
曼
』
―
横
田
文

子
「
白
日
の
書
」
に
見
た
「
浪
曼
」
」

●
呉
佩
珍
（
台
湾
政
治
大
学
）
「
日
本
、
台
湾
に
お
け
る
北
白
川
宮
の
表
象

を
め
ぐ
っ
て
―1895

年-1945

年
を
中
心
に
」

●
尹
大
石
（
ソ
ウ
ル
大
学
）
「
京
城
帝
国
大
学
の
文
芸
活
動
と
在
朝
日
本
人

文
学
」

《
第
三
部

植
民
地
に
お
け
る
日
本
語
文
学
》

●
金
季
杍
（
高
麗
大
学
）
「
植
民
地
朝
鮮
の
日
本
語
文
学
場
で
競
う
創
作
主

体
―1920

年
代
の
雑
誌
を
中
心
に
」

●
王
志
松
（
北
京
師
範
大
学
）
「
翻
訳
小
説
と
「
満
洲
文
学
の
特
質
」
―
雑

誌
『
満
洲
浪
曼
』
を
中
心
と
し
て
」

●
林
雪
星
（
東
呉
大
学
）
「
坂
口
零
子
の
作
品
に
描
か
れ
た
台
湾
人
表
象
―

「
鄭
一
家
」
と
「
時
計
草
」
を
中
心
に
」

●
中
根
隆
行
（
愛
媛
大
学
）
「
異
郷
へ
の
仮
託
―
朝
鮮
俳
句
と
郷
土
色
の
力

学
」

【
三
日
目
】
《
第
四
部

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
雑
誌
と
植
民
地
文

学
》

●
鄭
炳
浩
（
高
麗
大
学
）
「

世
紀
初
期
（1900-1920

）
朝
鮮
半
島
に
お
け

20

る
日
本
語
雑
誌
の
変
容
と
日
本
語
文
学
」

●
劉
春
英
（
東
北
師
範
大
学
）
「
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
日
拠
時
期
の
日

本
語
雑
誌
の
言
説
空
間
―
文
学
創
作
を
中
心
と
し
て
」

●D
ongyoun

H
w
ang

(
Soka

U
niversity

of
A
m
erica )

「C
ontact

Z
ones

in

C
olonial

Space,
Publications,

and
T
ransnationalism

」

●
呉
亦
昕
（
中
正
大
学
）「
文
芸
雑
誌
『
台
湾
文
芸
』（
台
湾
文
芸
連
盟
／1930

年
代
）
に
お
け
る
日
本
文
学
」

●
和
泉
司
（
慶
応
義
塾
大
学
）
「
在
台
２
世
と
植
民
地
日
本
語
雑
誌
―
新
垣

宏
一
の
文
学
活
動
と
そ
の
テ
ク
ス
ト
」

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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